
は
じ
め
に
 
 

（
注
1
）
 
 
 

『
徒
然
草
』
第
十
三
段
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
 
 

ひ
と
り
灯
の
下
に
て
文
を
ひ
ろ
げ
て
、
見
ぬ
世
の
人
を
友
と
す
る
、
こ
よ
な
 
 
 

ぅ
慰
む
わ
ざ
な
り
。
文
は
、
文
選
の
あ
は
れ
な
る
巻
々
、
自
民
の
文
集
、
老
 
 
 

子
の
言
葉
、
南
華
の
篇
。
此
国
の
博
士
ど
も
の
書
け
る
物
も
、
い
に
し
へ
の
 
 

は
あ
は
れ
な
る
こ
と
多
か
り
。
 
 
 

こ
こ
で
兼
好
は
「
文
」
の
代
表
と
し
て
『
文
選
』
『
自
民
文
集
』
（
以
下
本
論
文
 
 

に
お
い
て
は
『
文
集
』
と
す
る
）
『
老
子
』
『
荘
子
』
の
四
つ
の
書
物
を
挙
げ
て
い
 
 

る
。
本
論
文
で
は
、
こ
の
四
書
の
中
の
『
文
集
』
に
注
目
し
、
『
徒
然
草
』
に
お
 
 

け
る
『
文
集
』
受
容
の
様
相
を
具
体
的
に
考
察
し
て
み
た
い
。
 
 
 

『
徒
然
草
』
の
『
文
集
』
受
容
に
つ
い
て
は
先
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
論
が
あ
る
 
 

が
、
具
体
的
な
検
討
を
試
み
た
近
年
の
論
文
と
し
て
は
、
古
沢
未
知
男
「
漢
籍
引
 
 

は
ソ
ご
 
 

用
よ
り
見
た
徒
然
草
の
一
考
察
」
、
戸
谷
三
都
江
「
『
徒
然
草
』
の
方
法
－
『
自
民
 
 

∵
托
3
）
（
ほ
4
 
文
集
』
受
容
に
お
け
る
－
」
、
久
保
田
淳
「
出
典
・
源
泉
・
先
縦
」
、
川
口
久
雄
 
 

『
徒
然
草
』
の
研
究
璽
『
自
民
文
集
』
受
容
考
（
こ
 
一
 
 
会
 
文
峰
 
 

『
徒
然
草
』
 
の
研
究
 
 

－
 
『
自
民
文
集
』
受
容
考
（
一
）
 
 

‖
5
」
 
 
 

「
徒
然
草
の
源
泉
－
漢
籍
」
等
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

古
沢
未
知
男
氏
は
、
先
の
論
文
に
お
い
て
、
『
徒
然
草
』
に
お
け
る
漢
籍
全
般
 
 

の
引
用
状
況
を
調
査
し
、
兼
好
が
愛
読
書
の
中
に
挙
げ
な
か
っ
た
『
論
語
』
を
は
 
 

じ
め
と
す
る
儒
家
グ
ル
ー
プ
の
書
物
の
引
用
が
圧
倒
的
に
多
く
、
『
文
選
』
『
文
 
 

集
』
グ
ル
ー
プ
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
老
荘
グ
ル
ー
プ
の
引
用
が
意
外
に
少
な
い
こ
と
 
 

は
、
『
徒
然
草
』
 
の
矛
盾
性
、
両
面
性
、
教
訓
性
に
繋
が
る
も
の
だ
と
説
か
れ
て
 
 

い
る
。
戸
谷
三
都
江
氏
は
『
徒
然
草
』
 
の
幾
つ
か
の
段
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
の
 
 

段
に
お
け
る
『
文
集
』
受
容
の
方
法
を
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
久
保
田
淳
氏
 
 

は
、
『
徒
然
草
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
文
集
』
の
詩
句
の
多
く
は
『
和
漢
朗
詠
 
 

集
』
に
採
ら
れ
、
ま
た
『
千
載
佳
句
』
に
採
ら
れ
て
い
る
例
も
あ
り
、
直
接
『
文
 
 

集
』
を
出
典
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
『
朗
詠
』
そ
の
他
に
拠
っ
た
の
か
は
 
 

決
め
難
い
が
、
兼
好
の
教
養
を
考
え
れ
ば
、
直
接
『
文
集
』
か
ら
出
た
言
葉
が
多
 
 

い
の
で
は
な
い
か
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
川
口
久
雄
氏
は
、
兼
好
の
人
間
形
成
と
 
 

漢
籍
と
の
か
か
わ
り
を
め
ぐ
つ
て
、
幾
つ
か
の
段
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
の
段
の
 
 

白
詩
引
用
は
せ
い
ぜ
い
凶
宅
と
か
秦
中
吟
と
か
新
楽
府
ど
ま
り
で
あ
り
、
し
か
も
 
 

文
 
峰
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自
詩
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
社
会
へ
の
批
判
や
諷
喩
の
精
神
が
『
徒
然
草
』
の
記
 
 

事
の
中
に
は
あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い
、
故
に
兼
好
が
『
文
集
』
を
直
接
読
ん
 
 

だ
と
い
う
よ
り
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
等
に
よ
っ
て
人
口
に
謄
灸
し
て
い
る
詩
句
を
 
 

摂
取
し
た
疑
い
が
強
い
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

本
論
文
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
先
学
の
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
『
徒
然
 
 

草
』
に
引
か
れ
て
い
る
『
文
集
』
が
『
徒
然
草
』
以
前
の
日
本
の
古
典
文
学
に
は
 
 

ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
調
べ
、
こ
こ
か
ら
『
徒
然
草
』
に
お
 
 

け
る
『
文
集
』
受
容
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。
 
 

ま
ず
、
近
世
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
『
徒
然
草
』
に
関
す
る
主
要
な
注
釈
書
 
 

の
記
事
を
手
が
か
り
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
注
釈
書
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
 
 

（
注
6
）
 
『
文
集
』
の
詩
句
を
典
拠
と
す
る
表
現
を
挙
げ
、
ま
た
そ
れ
ら
の
『
文
集
』
の
詩
 
 

句
が
先
行
す
る
日
本
の
古
典
文
学
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
る
か
と
 
 

い
う
こ
と
を
調
べ
て
一
覧
表
を
作
成
し
た
。
表
の
『
千
載
佳
句
』
か
ら
『
文
集
百
 
 

首
』
ま
で
の
各
欄
に
つ
い
て
は
、
『
文
集
』
の
詩
句
と
同
一
の
詩
句
が
典
拠
と
し
 
 

て
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
○
、
同
一
の
白
詩
の
別
の
詩
句
が
 
 

受
容
さ
れ
て
い
る
場
合
は
△
を
記
入
し
て
い
る
。
最
下
段
の
「
そ
の
他
」
は
、
上
 
 

の
四
つ
の
書
物
以
外
で
、
白
詩
の
詩
句
と
同
一
の
詩
句
が
受
容
さ
れ
て
い
る
場
合
 
 

に
限
っ
て
書
名
を
挙
げ
た
。
な
お
、
『
平
家
物
語
』
諸
本
と
『
徒
然
草
』
の
成
立
 
 

の
前
後
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
な
部
分
が
多
い
が
、
参
考
ま
で
に
覚
一
本
『
平
家
 
 

五     四   
四   

ノ＼  七   

八  ⊂）   九  
与  甲  七  ○ 五  段  徒  

C b  しゆ  
百  す  の望  る北 ／ヨラ  b    a  昼庭 帽  人   b a ■二埋北身  のをい 春だづ  b  a 若 ま物    a 衣も外と世   てう   
年 の  る す  ほ月 かの  ヨの の屋  人あ みあ もは ゐり  過∨－ ぐ散  木  Y，・・ニ 残も斗の  の に れ  笥 葉 さの  装あの あ   

然  

されを後  草加の  の れあ  
を  身  み  葺く  嘩  がれ  てつ  Lし  石 は          は  にら色  本  
≡旦  
ま  を    の  き た  ら  そ を と 金   

丈   

蔑む穴1の   

て  る 千  悶  か    に   、 す  を  る  ね  艮も を  年と  げ   秋   

2巻 澄四  当巻 詔五  九夜巻 ．キ奉▲ ア，て ⊂⊃ 几  悪巻  山巻九巻 寄一 百頁 宗二  嵩園巻 全林‡  巻 匹】  集巻巻 後五五 集・  害華 の．  定巻 巻 芯九  四  同 巻 上 西  筆  号所 収 巻   
′ヽ  

李  続  自   

井 底   偶   壕   
銀   氏  ⊂⊃ トー 同  蕃 、」  璧  

元l寸   岩柘   ／し  ・象  ⊂）   「｛題  

埋  身  上姓占  新  就人  考 同真恨  夕   文  

惧  匹  蕾二元  ㌢  林   不  遥  人  
後  外中  虞  酒  家  石  理  念  隼 0代  涼  断時  衣  

北  単作 秋捷   過若  
集   こト  生路不 ○   大菩   此足  

傍加  

C）   （○  〇  0   〔〕  10  ⊂〕  千載佳句   

△  Cト  △  しノ） 〔⊃  ′へ、1 旧  △C C  （○  和漢朗詠集  

B  ⊂1  △つ  ∩   先   

C）  ○  C  こ・  ′‾「  行 日  

ト  沙  物首活  平某¶占ノ〕‾  ′▲′＼一ノゝ   十   玉  
二毘  訓   函   本  

抄   抄   占  
頁   

象ハ占水  他新ゝ   そ   
平 家  集帖人  ・事  の 他  文  

学  
物 ‡丘  
‖＝   

（不  

平社  他詠知   
家百  不・  卜   拾Ll】   

物
語
』
に
受
容
例
が
見
ら
れ
る
場
合
に
限
っ
て
挙
げ
た
。
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右
の
表
に
つ
い
て
少
し
説
明
を
加
え
た
い
。
 
 
 

第
十
九
段
の
b
「
若
葉
の
梢
涼
し
げ
に
」
が
、
『
文
集
』
巻
六
十
六
「
池
上
逐
 
 

「
ほ
7
」
 
 

涼
二
首
」
の
「
緑
樹
陰
前
逐
晩
涼
」
 
に
拠
る
と
い
う
指
摘
は
『
野
槌
』
で
な
さ
れ
 
 

（
柱
8
）
 
 

た
も
の
で
あ
る
が
、
『
徒
然
草
仝
注
釈
』
 
で
は
巻
九
「
青
龍
寺
早
夏
」
 
の
「
新
葉
 
 

陰
涼
多
」
を
典
拠
と
し
て
い
る
。
十
九
段
の
記
事
は
、
「
港
仏
の
比
、
祭
の
頃
」
 
 

と
本
文
に
あ
る
こ
と
か
ら
陰
暦
四
月
中
旬
の
情
景
を
措
い
た
と
理
解
さ
れ
る
が
、
 
 

白
詩
の
 
「
青
龍
寺
早
夏
」
も
初
夏
の
頃
を
詠
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
池
 
 

上
逐
涼
二
首
」
 
の
詩
で
は
 
「
残
暑
」
 
の
季
節
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
 
 

十
九
段
の
b
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
白
詩
の
 
「
青
龍
寺
早
夏
」
 
の
 
「
新
葉
陰
涼
 
 

多
」
 
に
拠
っ
て
い
る
と
す
る
仝
注
釈
の
指
摘
の
ほ
う
が
よ
り
妥
当
で
は
な
い
か
と
 
 

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
第
二
百
二
十
六
段
の
 
「
七
徳
舞
」
は
確
か
に
『
文
集
』
 
の
詩
 
 

題
で
は
あ
る
が
、
『
徒
然
草
』
 
の
記
事
は
「
七
徳
舞
」
 
の
語
が
一
致
す
る
だ
け
 
 

で
、
詩
の
内
容
に
は
立
ち
入
っ
て
い
な
い
。
他
の
段
に
お
け
る
 
『
文
集
』
 
の
受
容
 
 

と
は
や
や
異
な
る
事
例
で
は
あ
る
が
、
一
応
掲
出
し
た
。
 
 

ノヽ  七  
豆         六  八  閃   

墾  七  て こ  き道   

臭  徳 舞  身と はに  はを な楽   

や   老な  し し  つ   ぬす  む  の     よ   
物  と  り   
も  な  ノ＝・ ヌ＼  

凹  味  
し  ．、ゥ℃ 「木   

巻  考  岩巻  畏巻      王一  ー【ゝ‾  ∝ 
七  

凶  
宅   
詩  舞  吟  来   

享 田  ⊂⊃ 同 Ln  酋   

蘭農  事  林人   
菊鳴  事  F間   
叢松  無  幽栄   

桂  坂  閑耀   
墜  身  気圏  

老  味緑  
狐  也  探i華   

赦  

△  ○  C  
⊂）  ○   

△○  

△  

二
 
 

前
表
に
記
し
た
『
徒
然
草
』
 
の
各
段
の
記
述
は
い
ず
れ
も
『
文
集
』
 
の
詩
句
と
 
 

全
 
 
文
峰
 
 

『
徒
然
草
』
 
の
研
究
 
－
 
『
自
民
文
集
』
受
容
考
（
一
）
 
1
 
 

ば
、
さ
も
あ
ら
む
か
し
。
 
 

傍
線
を
付
し
た
「
世
の
人
の
心
迷
は
す
こ
と
、
色
欲
に
は
し
か
ず
」
 
の
部
分
に
つ
 
 

い
て
は
、
『
寿
命
院
抄
』
が
『
文
集
』
巻
四
「
吉
塚
狐
」
 
の
 
「
仮
色
迷
人
猶
若
 
 

1
 
『
徒
然
草
』
が
引
く
『
文
集
』
 
の
詩
句
が
『
源
氏
物
語
』
 
に
も
受
容
さ
れ
て
 
 
 

い
る
事
例
 
 
 

第
八
段
は
、
人
間
が
色
欲
の
誘
惑
に
弱
い
こ
と
を
久
米
の
仙
人
の
説
話
を
取
り
 
 

上
げ
て
述
べ
て
い
る
段
で
あ
る
。
 
 

の
近
似
を
否
定
し
難
く
、
そ
の
直
接
の
典
拠
を
『
文
集
』
 
に
求
め
る
こ
と
は
ご
く
 
 

自
然
な
推
論
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
徒
然
草
』
 
に
引
か
れ
て
い
る
 
 

『
文
集
』
 
の
詩
句
の
中
に
は
、
『
徒
然
草
』
以
前
の
日
本
の
古
典
文
学
、
と
り
わ
 
 

け
和
歌
や
物
語
な
ど
に
受
容
さ
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
兼
好
の
漢
籍
に
 
 

つ
い
て
の
教
養
を
考
え
る
な
ら
ば
、
『
文
集
』
そ
の
も
の
を
典
拠
と
す
る
可
能
性
 
 

も
否
定
し
切
れ
な
い
が
、
そ
の
一
方
で
、
先
行
す
る
日
本
の
古
典
文
学
を
媒
介
と
 
 

し
て
の
受
容
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
十
分
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

表
を
手
が
か
り
に
、
『
徒
然
草
』
 
の
『
文
集
』
受
容
と
先
行
古
典
に
お
け
る
 
 

『
文
集
』
 
の
受
容
例
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
た
い
。
 
 

は
だ
へ
な
ど
の
清
ら
に
、
肥
え
あ
ぶ
ら
づ
き
た
ら
ん
は
、
外
の
色
な
ら
ね
 
 

な
。
匂
ひ
な
ど
は
仮
の
物
ぞ
か
し
。
し
ば
ら
く
衣
装
に
薫
物
す
と
知
り
な
が
 
 

ら
、
え
な
ら
ぬ
匂
に
は
か
な
ら
ず
心
と
き
め
き
す
る
物
な
り
。
久
米
の
仙
人
 
 

の
、
物
洗
ふ
女
の
脛
の
白
き
を
見
て
通
を
失
ひ
け
ん
は
、
ま
こ
と
に
手
足
、
 
 

世
の
人
の
心
迷
は
す
こ
と
、
色
欲
に
は
し
か
ず
。
人
の
心
は
愚
か
な
る
物
か
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是
、
真
色
迷
人
応
過
此
」
を
典
拠
と
し
て
指
摘
す
る
の
を
筆
頭
に
、
『
野
槌
』
『
慰
 
 

（
托
9
）
 
草
』
『
文
段
抄
』
も
そ
の
自
詩
の
詩
句
を
引
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
徒
然
 
 

（
ほ
1
0
）
 
革
解
釈
大
成
』
や
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
方
丈
記
・
徒
然
草
』
で
は
「
外
の
色
 
 

な
ら
ね
ば
、
さ
も
あ
ら
む
か
し
」
の
部
分
の
典
拠
と
し
て
右
の
白
詩
の
詩
句
を
挙
 
 

げ
て
い
る
。
「
し
ば
ら
く
衣
装
に
薫
物
す
」
の
部
分
の
典
拠
に
つ
い
て
は
、
諸
注
 
 

一
致
し
て
巻
三
「
太
行
路
」
の
「
為
君
薫
衣
裳
」
に
拠
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
 
 

る
。
こ
こ
で
は
、
『
源
氏
物
語
』
に
同
一
の
詩
句
の
受
容
が
見
出
さ
れ
る
前
者
だ
 
 

け
を
取
り
上
げ
る
。
 
 
 

「
古
塚
狐
」
は
新
楽
府
第
四
首
目
に
見
え
る
も
の
で
、
白
楽
天
自
注
に
「
戒
 

艶
争
也
」
と
あ
る
ご
と
く
色
欲
に
対
す
る
戒
め
を
主
題
と
す
る
。
そ
の
中
に
次
 
 

の
よ
う
な
二
郎
が
あ
る
。
 
 
 

忽
然
一
笑
千
寓
態
、
見
者
十
人
八
九
迷
。
 
 

仮
色
送
入
猶
若
是
、
真
色
迷
人
応
過
此
。
 
 

是
の
若
し
、
異
色
の
人
を
迷
 
 

は
す
は
応
に
此
に
過
ぐ
べ
し
。
 
 

彼
の
真
と
此
の
仮
と
倶
に
人
 
 

彼
真
此
値
倶
迷
人
、
人
心
悪
恨
貴
重
真
。
 
 

を
迷
は
す
、
人
心
恨
を
悪
ん
 
 

で
真
を
貴
重
す
。
 
 

狐
の
女
妖
を
依
る
は
害
猶
浅
 
 

狐
仮
女
妖
害
猶
浅
、
一
朝
一
夕
迷
人
眼
。
 
 

く
、
一
朝
一
夕
人
眼
を
迷
わ
 
 

す
の
み
。
 
 

忽
然
一
笑
千
寓
の
態
、
見
る
 
 

者
十
人
に
八
九
は
迷
ふ
。
 
 

仮
色
の
人
を
迷
は
す
こ
と
猶
 
 

古
い
塚
の
狐
が
美
し
い
婦
人
を
装
っ
て
化
け
て
人
々
を
欺
こ
う
と
し
、
こ
れ
を
見
 
 

る
人
十
人
の
中
で
八
九
人
は
迷
っ
て
し
ま
う
。
狐
の
化
け
た
仮
の
美
人
で
さ
え
人
 
 

を
迷
わ
せ
る
の
だ
か
ら
、
本
物
の
美
人
に
人
が
迷
わ
さ
れ
る
こ
と
は
こ
れ
以
上
で
 
 

あ
ろ
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
 
 
 

『
源
氏
物
語
』
手
習
巻
に
は
右
に
傍
線
を
付
し
た
『
文
集
』
の
詩
句
を
典
拠
と
 
 

す
る
と
見
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
 
 
 

身
に
も
し
庇
な
ど
や
あ
ら
ん
と
て
見
れ
ど
、
こ
こ
は
と
見
ゆ
る
と
こ
ろ
な
く
 
 

さ
む
と
て
出
で
来
た
る
仮
の
物
に
や
と
疑
ふ
。
 
 

横
川
の
僧
都
が
宇
治
院
の
裏
手
で
、
変
化
の
も
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
姿
で
 
 

倒
れ
て
い
る
浮
舟
を
発
見
し
、
こ
れ
を
助
け
る
場
面
で
あ
る
が
、
憎
た
ち
は
浮
舟
 
 

の
姿
を
見
て
、
こ
れ
は
人
の
心
を
た
ぶ
ら
か
そ
う
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
た
変
化
の
 
 

も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
疑
う
。
こ
の
記
事
に
関
し
て
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
 
 

の
中
で
は
早
く
『
紫
明
抄
』
『
河
海
抄
』
が
「
吉
塚
狐
」
の
「
仮
色
迷
人
猶
若
 
 

是
、
真
色
迷
人
応
過
此
」
を
引
き
、
『
眠
江
入
楚
』
『
湖
月
抄
』
も
そ
の
説
を
受
け
 
 

継
い
で
い
る
。
「
人
の
心
ま
ど
は
さ
む
」
と
「
仮
の
物
」
と
い
う
記
述
か
ら
考
え
 
 

て
も
、
こ
の
あ
た
り
の
記
述
が
「
吉
塚
狐
」
を
典
拠
と
す
る
可
能
性
は
小
さ
く
な
 
 

い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

こ
の
段
に
つ
づ
く
第
九
段
は
女
の
髪
の
魅
力
を
中
心
に
色
欲
に
対
す
る
戒
め
を
 
 

語
っ
て
い
る
。
先
に
も
述
べ
た
が
、
「
古
壕
狐
」
は
艶
色
の
戒
め
を
主
題
と
す
る
 
 

詩
で
あ
る
。
兼
好
は
そ
の
修
辞
や
表
現
の
次
元
の
み
に
お
い
て
「
吉
塚
狐
」
の
詩
 
 

句
を
『
徒
然
草
』
に
取
り
入
れ
た
の
で
は
な
く
、
詩
の
主
題
や
内
容
に
も
共
鳴
す
 
 
 

う
つ
く
し
け
れ
ば
、
あ
さ
ま
し
く
か
な
し
く
、
ま
こ
と
に
、
人
の
心
ま
ど
は
 
 

▼
じ
l
 
 

－
1
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『
伊
勢
物
語
』
の
「
岩
木
に
し
あ
ら
ね
ば
」
に
つ
い
て
、
福
井
貞
助
氏
は
新
編
日
 
 

本
古
典
文
学
全
集
の
頭
注
に
お
い
て
、
『
勢
語
臆
断
』
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
『
遊
 
 

仙
窟
』
や
『
文
集
』
の
「
李
夫
人
」
の
一
節
を
引
い
た
上
で
、
「
こ
れ
ら
か
ら
 
 

「
岩
木
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。
 
 

『
源
氏
物
語
』
東
屋
巻
の
「
岩
木
な
ら
ね
ば
」
に
つ
い
て
は
、
近
藤
春
雄
氏
が
 
 

『
徒
然
草
』
の
研
究
 
－
 
『
自
民
文
集
』
受
容
者
（
一
）
 
－
 
 
全
 
文
峰
 
 
 

て
い
る
。
段
末
の
「
人
、
木
石
に
あ
ら
ね
ば
、
時
に
と
り
て
物
を
感
ず
る
こ
と
な
 
 

き
に
あ
ら
ず
」
の
傍
線
部
分
の
典
拠
と
し
て
、
諸
注
は
一
致
し
て
『
文
集
』
巻
四
 
 

「
李
夫
人
」
の
「
人
非
木
石
皆
有
情
、
不
如
不
遇
傾
城
色
」
を
挙
げ
て
い
る
。
 
 
 

「
人
非
木
石
」
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
表
現
は
『
伊
勢
物
語
』
や
『
源
氏
物
 
 

語
』
 
の
文
章
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

（
ア
）
む
か
し
、
男
あ
り
け
り
。
女
を
と
か
く
い
ふ
こ
と
月
日
経
に
け
り
。
卦
 
 

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
第
八
段
、
第
九
段
の
 
 

執
筆
に
際
し
て
は
「
吉
塚
狐
」
の
詩
句
を
典
拠
の
一
つ
と
し
て
利
用
し
っ
つ
も
、
 
 

そ
れ
が
『
源
氏
物
語
』
の
世
界
に
受
容
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
十
分
承
知
し
て
 
 

い
た
と
理
解
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
 
 

第
四
十
一
段
は
兼
好
が
賀
茂
の
競
馬
を
見
物
し
に
出
か
け
た
折
の
こ
と
を
記
し
 
 

ほ
し
知
る
。
 
 

（
ウ
）
 
さ
ま
ざ
ま
に
思
ひ
乱
れ
て
、
 
 
 

う
ち
請
じ
て
臥
し
た
ま
へ
り
。
 
 

．
t
り
」
 
 

け
り
。
 
 
 

（
イ
）
 
見
も
て
ゆ
く
ま
ま
に
、
 
 

木
に
し
あ
ら
ね
ば
、
心
苦
し
と
や
思
ひ
け
む
、
や
う
や
う
あ
は
れ
と
思
ひ
 
 

あ
は
れ
な
る
御
心
ざ
ま
を
、
岩
木
な
ら
ね
ば
思
 
 

「
人
木
石
に
あ
ら
ざ
れ
ば
み
な
情
あ
り
」
、
 
 

（
『
源
氏
物
語
』
晴
蛤
）
 
 

（
『
伊
勢
物
語
』
第
九
十
六
段
）
 
 

（
『
源
氏
物
語
』
東
屋
）
 
 

「
「
人
木
石
に
あ
ら
ざ
れ
ば
」
は
訓
読
の
ま
ま
で
、
「
岩
木
な
ら
ね
ば
」
は
こ
れ
を
 
 

3
 
1
 

和
文
化
し
た
も
の
だ
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
兼
好
は
当
然
『
伊
勢
物
語
』
や
『
源
 
 

氏
物
語
』
の
右
の
記
事
を
知
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「
李
夫
人
」
 
 

は
新
楽
府
の
中
の
一
篇
で
も
あ
り
、
そ
の
境
遇
の
類
似
も
あ
っ
て
、
中
国
古
代
の
 
 

美
人
と
し
て
楊
貴
妃
と
並
ぶ
著
名
な
存
在
で
あ
る
。
漢
詩
文
に
お
い
て
も
し
ば
し
 
 

∴
L
1
 

「
1
 

李
夫
人
去
漠
皇
情
」
 
（
十
五
夜
付
月
、
二
五
〇
、
源
順
）
と
い
う
詩
句
が
見
え
て
 
 

い
る
。
こ
れ
ら
の
享
受
の
例
か
ら
考
え
て
も
平
安
時
代
に
お
け
る
「
李
夫
人
」
 
の
 
 

知
名
度
は
『
文
集
』
 
の
諸
編
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
兼
好
 
 

は
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
先
行
古
典
文
学
の
記
事
を
も
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
そ
の
源
 
 

泉
と
な
っ
た
『
文
集
』
 
の
詩
句
に
拠
っ
て
こ
の
第
四
十
一
段
の
末
尾
の
二
即
を
書
 
 

き
つ
け
た
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

第
百
五
段
は
、
寒
夜
「
人
離
れ
な
る
御
堂
の
廊
」
 
の
「
長
押
に
尻
掛
け
て
、
物
 
 

語
り
す
る
」
男
女
の
姿
を
垣
間
見
た
こ
と
を
記
し
た
段
で
あ
る
。
冒
頭
の
「
北
の
 
 

屋
陰
に
消
え
残
り
た
る
雪
」
に
つ
い
て
、
稲
田
利
徳
氏
は
「
『
徒
然
草
』
 
の
虚
 
 

汗
1
5
〉
 
 

構
性
」
と
遷
す
る
論
文
に
お
い
て
、
『
文
段
抄
』
 
の
「
朗
詠
に
、
窓
梅
北
面
雪
封
 
 

寒
。
と
い
へ
る
悌
な
る
べ
し
」
と
い
う
記
事
を
引
い
た
上
で
、
「
こ
の
詩
を
指
摘
 
 

す
る
く
ら
い
な
ら
、
私
は
 
『
文
集
』
 
（
巻
六
十
六
、
庚
楼
暁
望
）
 
の
詩
句
『
子
城
 
 

陰
虞
猶
残
雪
』
（
子
城
は
北
方
の
意
）
を
想
起
し
て
い
た
と
み
た
い
」
と
述
べ
ら
 
 

れ
て
い
る
。
稲
田
氏
は
さ
ら
に
『
源
氏
物
語
』
 
の
若
菜
上
巻
の
記
事
を
挙
げ
、
 
 

「
こ
の
詩
句
は
紫
の
上
と
別
れ
る
源
氏
が
口
ず
さ
ん
で
お
り
、
人
口
に
檜
灸
さ
れ
 
 

た
詩
句
」
 
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
三
木
紀
人
民
は
講
談
社
学
術
文
庫
『
徒
然
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岡
山
大
学
大
学
院
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
十
二
号
 
 
 

〈
注
1
6
）
 
草
全
訳
注
』
で
稲
田
氏
の
説
に
賛
意
を
示
し
、
さ
ら
に
「
若
菜
の
巻
の
場
面
が
女
 
 

三
の
宮
の
降
嫁
に
も
と
づ
く
源
氏
と
紫
の
上
と
の
微
妙
な
心
情
の
ね
じ
れ
を
措
く
 
 

一
節
で
、
引
用
さ
れ
る
詩
句
が
源
氏
の
心
境
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
 
 

れ
ば
、
こ
の
段
の
男
女
の
語
ら
い
の
情
景
設
定
に
お
け
る
「
北
の
屋
か
げ
に
…
 
 

…
」
は
よ
り
深
い
意
味
を
持
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

稲
田
氏
が
指
摘
さ
れ
る
『
源
氏
物
語
』
若
菜
上
巻
の
記
事
は
次
の
よ
う
な
場
面
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

雪
は
所
ど
こ
ろ
消
え
残
り
た
る
が
、
い
と
白
き
庭
の
、
ふ
と
け
ぢ
め
見
え
わ
 
 

か
れ
ぬ
ほ
ど
な
る
に
、
「
猶
残
れ
る
雪
」
と
忍
び
や
か
に
口
ず
さ
び
た
ま
ひ
 
 

つ
つ
…
…
。
 
 

傍
線
を
付
し
た
「
猶
残
れ
る
雪
」
に
つ
い
て
は
、
早
く
『
河
海
抄
』
『
細
流
抄
』
 
 

『
眠
江
入
楚
』
『
湖
月
抄
』
な
ど
で
「
庚
楼
暁
望
」
と
の
か
か
わ
り
が
指
摘
さ
れ
 
 

て
い
る
。
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』
が
当
該
箇
所
に
注
す
る
ご
と
 
 

く
、
白
詩
の
こ
の
詩
句
は
「
平
安
人
の
間
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
」
と
考
え
ら
 
 

れ
る
の
で
あ
る
が
、
兼
好
は
右
の
若
菜
上
巻
の
記
事
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
そ
の
 
 

背
後
に
あ
る
自
詩
を
も
踏
ま
え
て
「
北
の
屋
陰
に
消
え
残
り
た
る
雪
」
を
背
景
と
 
 

す
る
男
女
の
風
雅
な
語
り
合
い
を
描
き
出
し
た
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

第
二
百
三
十
五
段
は
、
心
の
実
体
や
本
質
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
段
で
あ
る
。
 
 
 

な
ど
い
ふ
け
し
か
ら
ぬ
形
も
顕
る
ゝ
物
也
」
 
の
傍
線
部
分
が
『
文
集
』
巻
一
 
 

宅
」
の
「
臭
鳴
松
桂
枝
、
狐
戒
蘭
菊
叢
」
に
拠
る
と
『
野
槌
』
『
慰
草
』
 
 

t
－
1
7
∴
 
 

抄
』
で
指
摘
さ
れ
、
『
徒
然
草
諸
注
集
成
』
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
 
 
 

「
狐
、
臭
や
う
の
物
も
、
 
 
人
気
に
塞
か
れ
ね
ば
、
所
得
が
ほ
に
入
り
住
み
、
木
霊
 
 

「
凶
 
 
 

『
文
段
 
 
 

『
徒
然
 
 

革
全
訳
注
』
、
ま
た
戸
谷
氏
の
前
掲
論
文
な
ど
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
「
凶
宅
」
は
 
 

『
文
集
』
巻
頭
の
第
四
首
目
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
次
に
掲
げ
る
。
 
 

長
安
に
大
宅
多
し
、
列
っ
て
街
の
西
東
 
 

長
安
多
大
宅
、
列
在
街
西
東
。
 
 

に
在
り
。
 
 
 

往
往
来
門
内
、
房
廊
相
野
空
。
 
往
往
宋
門
の
内
、
房
廊
相
野
し
て
空
 
 

し
。
 
 

臭
は
松
桂
の
枝
に
鳴
き
、
狐
は
蘭
菊
の
 
 

長
嶋
桧
桂
枝
、
狐
戒
蘭
菊
叢
。
 
 

叢
に
戒
る
。
 
 

蒼
苔
黄
葉
の
地
、
日
暮
れ
て
旋
風
多
 
 

蒼
苔
黄
葉
地
、
日
暮
多
旋
風
。
 
 

し
。
 
 
 

長
安
の
人
々
に
不
吉
の
家
と
し
て
忌
ま
れ
る
荒
廃
し
た
大
邸
宅
を
例
と
し
て
、
不
 
 

吉
が
生
じ
る
の
は
そ
の
家
に
住
む
人
に
拠
る
も
の
で
あ
っ
て
、
家
自
体
が
不
吉
な
 
 

の
で
は
な
い
と
説
き
、
さ
ら
に
家
も
国
も
、
そ
の
凶
因
の
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
人
凶
 
 

で
あ
る
と
述
べ
、
人
々
の
迷
愚
を
悟
ら
し
め
よ
う
と
し
た
諷
喩
詩
で
あ
る
。
こ
の
 
 

段
の
『
自
民
文
集
』
受
容
に
つ
い
て
、
戸
谷
三
都
江
氏
は
『
源
氏
物
語
』
と
の
関
 
 

係
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
『
寿
命
院
抄
』
以
来
『
源
氏
物
語
』
蓬
生
巻
の
末
摘
 
 

花
の
屋
敷
の
描
写
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
 
 

も
と
よ
り
荒
れ
た
り
し
宮
の
内
、
い
と
ど
狐
の
住
み
処
に
な
り
て
、
う
と
ま
 
 

所
を
得
て
や
う
や
う
形
を
あ
ら
は
し
、
も
の
わ
び
し
き
こ
と
の
み
数
知
ら
ぬ
 
 

し
う
け
遠
き
木
立
に
、
臭
の
声
を
朝
夕
に
耳
馴
ら
し
つ
つ
、
人
げ
に
こ
そ
さ
 
 

や
う
の
も
の
も
せ
か
れ
て
影
隠
し
け
れ
、
木
霊
な
ど
、
け
し
か
ら
ぬ
物
ど
も
 
 
 

，
し
：
：
：
 
 

（
『
源
氏
物
語
』
蓬
生
巻
）
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傍
線
を
付
し
た
部
分
の
典
拠
と
し
て
、
『
河
海
抄
』
『
眠
江
入
楚
』
『
湖
月
抄
』
は
 
 

い
ず
れ
も
「
凶
宅
」
詩
の
「
臭
鳴
松
桂
枝
、
狐
戒
蘭
菊
叢
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
 
 

戸
谷
氏
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
『
徒
然
草
』
第
二
百
三
十
五
段
の
典
拠
と
し
て
 
 

は
、
そ
の
表
現
の
近
似
性
か
ら
言
え
ば
ま
ず
蓬
生
巻
の
記
事
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
 
 

る
が
、
二
百
三
十
五
段
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
「
家
」
と
「
心
」
の
関
係
か
ら
見
 
 

る
と
、
夕
顔
巻
の
記
述
の
方
が
よ
り
近
い
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
 
 

「
兼
好
の
心
に
ま
ず
「
凶
宅
」
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
「
凶
宅
」
と
夕
顔
と
蓬
生
の
 
 

三
者
が
、
三
様
の
角
度
か
ら
兼
好
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
う
こ
と
は
否
定
で
き
 
 

な
い
」
 
と
説
か
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
『
徒
然
草
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
文
集
』
の
詩
句
の
中
に
は
、
 
 

『
徒
然
草
』
の
研
究
－
 
『
自
民
文
集
』
受
容
者
（
一
）
 
－
 
 
 

全
 
文
峰
 
 

傍
線
を
付
し
た
部
分
の
典
拠
に
つ
い
て
は
、
『
河
海
抄
』
が
『
文
集
』
「
凶
宅
」
詩
 
 

の
「
臭
鳴
松
桂
枝
、
狐
戒
蘭
菊
叢
」
を
指
摘
し
て
以
来
、
『
細
流
抄
』
『
眠
江
入
 
 

楚
』
『
湖
月
抄
』
等
の
注
釈
書
が
そ
の
説
を
受
け
継
い
で
い
る
。
『
源
氏
物
語
』
蓬
 
 

生
巻
の
こ
の
〓
即
に
は
明
ら
か
に
「
凶
宅
」
詩
の
投
影
が
認
め
ら
れ
る
と
言
っ
て
 
 

よ
い
が
、
ま
た
全
体
と
し
て
『
徒
然
草
』
第
二
百
三
十
五
段
と
の
間
に
強
い
親
近
 
 

感
が
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
荒
廃
し
た
場
所
が
狐
、
臭
の
住
処
と
さ
れ
る
 
 

と
い
う
記
事
は
『
源
氏
物
語
』
夕
顔
巻
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

た
る
も
、
臭
は
こ
れ
に
や
と
お
ぼ
ゆ
。
 
 

は
。
ま
し
て
松
の
響
き
木
深
く
聞
こ
え
て
、
 
 
 

ど
や
う
の
も
の
の
人
お
び
や
か
さ
ん
と
て
、
け
恐
ろ
し
う
思
は
す
る
な
ら
 
 

ん
。
（
中
略
）
 
夜
半
も
過
ぎ
に
け
ん
か
し
、
 
 

「
こ
は
な
ぞ
、
あ
な
も
の
狂
ほ
し
の
も
の
怖
ぢ
や
。
 
 

風
の
や
や
荒
々
し
う
吹
き
た
る
 
 

気
色
あ
る
鳥
の
か
ら
声
に
鳴
き
 
 

（
『
源
氏
物
語
』
夕
顔
巻
）
 
 

荒
れ
た
る
所
は
、
狐
な
 
 

醒
め
た
認
識
に
つ
い
て
語
る
段
で
あ
る
。
 
 

2
 
『
徒
然
草
』
が
引
く
『
文
集
』
の
詩
句
が
先
行
の
和
歌
に
受
容
さ
れ
て
い
る
 
 
 

場
合
 
 
 

次
に
、
『
徒
然
草
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
文
集
』
の
詩
句
が
、
先
行
す
る
和
 
 

歌
の
中
に
受
容
さ
れ
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
和
歌
に
お
け
る
 
 

『
文
集
』
受
容
に
は
『
句
題
和
歌
』
『
文
集
百
首
』
の
よ
う
に
『
文
集
』
の
詩
句
 
 

を
そ
の
ま
ま
題
に
し
て
和
歌
を
詠
ず
る
ケ
ー
ス
と
、
句
題
と
し
て
は
設
定
さ
れ
て
 
 

い
な
く
て
も
『
文
集
』
の
詩
句
に
基
づ
く
表
現
が
一
首
の
中
に
見
受
け
ら
れ
る
 
 

ケ
ー
ス
と
が
あ
る
。
ま
ず
、
後
者
に
相
当
す
る
事
例
を
幾
つ
か
見
て
み
た
い
。
 
 
 

『
徒
然
草
』
第
三
十
人
段
は
、
人
生
に
お
け
る
名
利
は
す
べ
て
空
し
い
と
い
う
 
 
 

『
源
氏
物
語
』
に
採
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
兼
好
が
 
 

『
源
氏
物
語
』
を
熟
読
し
て
い
た
こ
と
は
、
『
徒
然
草
』
第
十
四
段
と
第
十
九
段
 
 

の
記
事
の
中
に
『
源
氏
物
語
』
の
書
名
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
 
 

し
、
『
源
氏
物
語
』
中
の
難
義
と
し
て
名
高
い
「
揚
名
介
」
を
め
ぐ
る
考
証
を
 
 

『
徒
然
草
』
第
百
九
十
人
段
に
記
し
て
い
る
事
実
か
ら
も
、
中
世
の
注
釈
家
の
態
 
 

度
に
通
ず
る
『
源
氏
』
へ
の
関
心
が
よ
く
窺
わ
れ
る
。
ま
た
『
源
氏
物
語
』
の
風
 
 

景
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
記
事
が
百
四
段
、
百
五
段
、
あ
る
い
は
二
百
三
十
五
段
な
 
 

ど
に
見
え
る
こ
と
等
を
勘
案
し
て
も
、
兼
好
が
『
徒
然
草
』
を
執
筆
す
る
に
際
し
 
 

て
、
『
源
氏
物
語
』
を
座
右
に
お
い
て
い
た
可
能
性
は
否
定
し
難
い
で
あ
ろ
う
。
 
 

『
徒
然
草
』
に
お
け
る
『
文
集
』
の
受
容
に
は
兼
好
の
愛
読
書
で
あ
る
『
源
氏
物
 
 

語
』
が
媒
介
に
な
っ
て
い
た
場
合
が
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 

そ
の
中
の
二
節
「
埋
も
れ
ぬ
名
を
永
き
 
 
51   



岡
山
大
学
大
学
院
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
十
二
号
 
 
 

世
に
残
さ
ん
こ
そ
あ
ら
ま
ほ
し
か
る
べ
き
に
、
位
も
高
く
、
や
む
ご
と
な
き
を
し
 
 

も
勝
た
る
人
と
や
い
ふ
べ
き
」
 
の
傍
線
部
分
に
つ
い
て
は
『
寿
命
院
抄
』
以
来
の
 
 

諸
注
が
『
文
集
』
巻
五
十
一
「
題
故
元
少
ヂ
集
後
集
二
首
」
 
の
「
埋
骨
不
埋
名
」
 
 

を
典
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
こ
の
言
葉
は
平
 
 

安
中
期
以
降
の
歌
人
た
ち
の
間
で
は
す
で
に
一
種
の
歌
語
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
 
 

を
用
い
た
歌
も
広
く
詠
ま
れ
て
い
た
。
 
 

苔
の
下
に
埋
も
れ
ぬ
名
を
ば
残
す
と
も
は
か
な
の
道
や
敷
島
の
歌
 
 

q
二
 
 
1
 
 

（
拾
遺
愚
草
・
中
・
一
五
八
三
∴
疋
家
）
 
 

兼
好
は
直
接
『
自
民
文
集
』
に
よ
っ
て
「
埋
も
れ
ぬ
名
」
の
語
を
得
た
と
も
考
え
 
 

ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
歌
の
表
現
か
ら
影
響
を
受
け
た
可
能
性
も
十
分
に
想
定
で
 
 

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

第
五
十
四
段
は
、
仁
和
寺
の
法
師
の
話
を
三
段
続
け
て
語
っ
て
い
る
中
の
第
三
 
 
 

も
ろ
と
も
に
苔
の
下
に
も
朽
ち
も
せ
で
埋
も
れ
ぬ
名
を
見
る
ぞ
悲
し
き
 
 

言
霊
竺
 
 

（
金
葉
集
二
度
本
・
巻
十
・
雑
下
⊥
ハ
二
〇
・
和
泉
式
部
）
 
 

わ
が
深
く
苔
の
下
ま
で
思
ひ
お
く
埋
も
れ
ぬ
名
は
君
や
残
さ
む
 
 

（
新
勅
撰
集
・
巻
十
七
・
雑
二
・
一
一
九
二
・
尊
円
法
師
）
 
 

埋
も
れ
ぬ
名
の
み
残
し
て
な
き
人
の
い
づ
く
に
つ
ひ
の
宿
定
む
ら
ん
 
 

（
続
拾
遺
集
・
巻
十
八
・
雑
下
二
三
二
一
・
法
印
定
円
）
 
 

埋
も
れ
ぬ
名
を
だ
に
き
か
ぬ
苔
の
下
に
い
く
た
び
草
の
お
ひ
か
は
る
ら
ん
 
 

（
続
後
撰
集
・
巻
十
人
・
雑
下
・
一
二
三
六
・
慈
円
）
 
 

埋
も
れ
ぬ
名
を
だ
に
聞
か
ぬ
苔
の
上
に
い
く
た
び
草
の
お
ひ
か
は
る
ら
む
 
 

（
拾
玉
集
∴
詠
百
首
和
歌
ニ
ー
〇
〇
一
・
慈
円
）
 
 

話
で
あ
る
。
「
御
室
の
い
み
じ
き
児
」
を
「
い
か
で
誘
ひ
出
で
て
遊
ば
む
と
」
企
 
 

ん
だ
法
師
が
、
「
風
流
の
破
子
」
を
「
箱
や
う
の
物
に
し
た
、
め
入
」
れ
て
、
「
双
 
 

の
岡
の
便
よ
き
所
に
埋
み
置
き
て
、
紅
葉
を
散
ら
し
か
け
」
た
後
、
児
を
誘
っ
て
 
 

出
か
け
る
。
し
か
し
、
法
師
た
ち
の
企
て
は
失
敗
に
終
わ
る
。
 
 

み
ゐ
て
、
「
い
た
う
こ
そ
困
じ
に
た
れ
。
②
あ
は
れ
紅
葉
を
焚
か
む
人
も
が
 
 
 

封
。
験
あ
ら
む
僧
達
、
祈
心
み
ら
れ
よ
」
な
ど
言
ひ
し
ろ
ひ
て
、
埋
み
つ
る
 
 
 

木
の
本
に
向
き
て
数
珠
押
し
擦
り
、
印
こ
と
′
ぐ
1
し
く
結
び
出
で
な
ど
 
［
し
 
 

て
、
い
ら
な
く
］
振
舞
て
、
木
の
葉
を
掻
き
退
け
た
れ
ど
、
つ
や
く
物
見
 
 

え
ず
。
 
 

結
局
箱
は
見
つ
か
ら
ず
、
「
あ
ま
り
に
興
あ
ら
む
と
す
る
こ
と
は
、
か
な
ら
ず
あ
 
 

ひ
な
き
も
の
な
り
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
傍
線
を
付
し
た
①
「
あ
り
つ
る
苔
の
廷
 
 

に
並
み
ゐ
て
」
の
部
分
に
つ
い
て
、
久
保
田
淳
氏
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
方
 
 

江
別
 
丈
記
・
徒
然
草
』
の
注
及
び
『
徒
然
草
評
釈
』
 
（
『
国
文
学
』
一
九
八
九
年
五
月
 
 

号
、
一
一
六
回
）
 
に
お
い
て
『
文
集
』
巻
十
三
「
秋
雨
中
贈
元
九
」
の
「
不
堪
紅
 
 

葉
青
苔
地
」
に
拠
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
②
「
あ
は
れ
紅
葉
を
焚
か
 
 

む
人
も
が
な
」
の
部
分
が
巻
十
四
「
送
王
十
八
締
山
寄
題
仙
遊
寺
」
の
「
林
間
媛
 
 

酒
続
紅
葉
、
石
上
題
詩
掃
緑
苔
」
に
拠
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
『
寿
命
院
 
 

抄
』
以
来
の
す
べ
て
の
注
釈
書
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。
①
の
「
苔
の
廷
」
は
苔
が
 
 

一
面
に
生
え
て
い
る
さ
ま
を
延
に
見
立
て
て
言
う
語
で
、
和
歌
に
よ
く
用
い
ら
れ
 
 

て
い
る
。
 
 

ミ
 
ヨ
シ
 
ノ
 
ノ
 
 
 
ア
ヲ
 
ネ
 
カ
 
ミ
不
 
ノ
 
 
 
コ
ケ
ム
シ
ロ
 
ク
レ
カ
寸
り
ナ
ム
 
 
ク
テ
T
′
キ
ナ
シ
 
 
 

三
芳
野
之
 
青
根
我
峰
之
 
在
席
 
誰
将
織
 
経
緯
無
一
 
 
 

う
れ
し
と
思
て
、
こ
ゝ
か
し
こ
遊
び
め
ぐ
り
て
、
①
あ
り
つ
る
苔
の
廷
に
並
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（
万
葉
集
・
巻
七
・
雑
・
一
三
壁
 
 

か
す
が
の
の
あ
を
ね
が
み
ね
の
苔
延
た
れ
か
お
り
け
ん
た
て
ぬ
き
な
し
に
 
 

（
古
今
和
歌
六
帖
二
丁
一
三
九
〇
）
 
 

山
ふ
か
み
苔
の
延
の
上
に
ゐ
て
何
心
な
く
な
く
猿
か
な
 
 

（
山
家
集
・
下
・
三
〇
一
、
）
 
 

や
ど
り
す
る
い
は
ね
の
と
こ
の
苔
延
幾
世
に
な
り
ぬ
ね
こ
そ
い
ら
れ
ね
 
 

（
千
載
集
・
巻
十
七
・
雑
中
・
二
〇
九
・
覚
忠
）
 
 

苔
延
あ
を
ね
が
峰
も
見
え
ぬ
ま
で
も
み
ぢ
ふ
り
し
く
神
無
月
か
な
 
 

（
夫
木
抄
・
巻
二
十
一
・
雉
三
・
九
〇
六
一
・
通
清
）
 
 

法
の
た
め
の
べ
し
み
山
の
苔
窪
ま
づ
色
色
の
花
ぞ
ふ
り
し
く
 
 

（
玉
葉
集
・
巻
十
九
・
釈
教
・
二
六
四
二
・
久
我
内
大
臣
）
 
 

万
葉
の
時
代
か
ら
苔
が
一
面
に
生
え
て
い
る
の
を
「
延
」
に
喩
え
て
詠
ん
で
い
た
 
 

よ
う
で
あ
る
が
、
院
政
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
歌
人
た
ち
の
間
で
も
「
苔
延
」
 
 

は
一
種
の
歌
語
と
し
て
定
着
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
兼
好
と
し
て
 
 

も
そ
の
よ
う
な
和
歌
的
表
現
の
伝
統
を
踏
ま
え
つ
つ
、
「
苔
延
」
の
語
を
用
い
た
 
 

と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
前
掲
の
『
文
集
』
の
詩
句
「
不
堪
紅
葉
青
苔
地
」
は
 
 

続
く
「
又
是
涼
風
暮
雨
天
」
と
対
を
な
し
、
「
林
間
媛
酒
続
紅
葉
、
石
上
題
詩
掃
 
 

丁
托
2
）
 
緑
苔
」
の
句
と
と
も
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
採
ら
れ
て
い
る
。
『
徒
然
草
』
五
十
 
 

四
段
の
本
文
で
は
、
「
紅
葉
」
と
「
苔
の
延
」
と
が
連
続
し
て
登
場
す
る
の
で
あ
 
 

る
が
、
こ
の
両
者
を
村
に
す
る
よ
う
な
舞
台
の
設
定
を
兼
好
が
行
な
っ
た
背
景
に
 
 

は
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
も
収
め
ら
れ
た
『
文
集
』
の
著
名
句
「
不
堪
紅
葉
青
苔
 
 

地
、
又
是
涼
風
暮
雨
天
」
及
び
「
林
間
媛
酒
榛
紅
葉
、
石
上
題
詩
掃
緑
苔
」
が
意
 
 

『
徒
然
真
の
研
究
－
 
『
自
民
文
集
』
受
容
考
（
二
 
－
 
 
 

金
 
文
峰
 
 

識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
下
巻
冒
頭
の
第
百
三
十
七
段
は
、
兼
好
の
美
意
識
を
表
わ
し
た
長
文
の
 
 

段
で
あ
る
が
、
「
望
月
の
く
ま
な
き
を
千
里
の
ほ
か
ま
で
眺
め
た
る
」
の
部
分
が
 
 
 

『
文
集
』
巻
十
四
「
八
月
十
五
日
夜
禁
中
濁
直
野
月
憶
元
九
」
の
「
三
五
夜
中
新
 
 

月
色
、
二
千
里
外
故
人
心
」
を
典
拠
と
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
『
寿
命
院
抄
』
 
 

を
は
じ
め
と
す
る
諸
注
で
な
さ
れ
て
い
る
。
白
詩
の
こ
の
詩
句
は
『
和
漢
朗
詠
 
 

集
』
に
も
探
ら
れ
て
い
る
著
名
な
詩
句
で
あ
る
。
「
千
里
の
外
」
と
い
う
表
現
は
 
 

院
政
期
以
降
の
和
歌
に
お
い
て
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
 
 

行
く
駒
の
爪
の
隠
れ
ぬ
白
雪
や
千
里
の
外
に
す
め
る
月
影
 
 

（
清
輔
朝
臣
集
・
秋
・
一
二
六
）
 
 

月
を
見
て
千
里
の
外
を
思
ふ
に
も
心
ぞ
か
よ
ふ
白
川
の
関
 
 

（
五
社
百
首
・
「
関
」
・
八
九
・
俊
成
）
 
 

く
も
き
ゆ
る
千
里
の
外
に
空
さ
え
て
月
よ
り
う
づ
む
秋
の
し
ら
ゆ
き
 
 

（
秋
篠
月
清
集
・
花
月
百
首
・
五
九
・
良
経
）
 
 
 

百
三
十
七
段
の
「
千
里
の
外
」
に
つ
い
て
三
木
紀
人
民
の
『
徒
然
草
全
訳
注
』
 
 

で
は
「
「
二
千
里
」
な
ら
ぬ
「
千
里
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
直
接
に
は
歌
 
 

人
た
ち
の
用
語
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
「
千
里
の
ほ
か
」
は
、
「
二
千
望
外
」
を
和
 
 

歌
の
文
脈
に
な
じ
み
や
す
い
形
に
翻
案
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
注
を
付
さ
れ
て
 
 

い
る
。
久
保
田
淳
氏
も
『
徒
然
草
評
釈
』
 
（
『
国
文
学
』
一
九
九
七
年
八
月
号
、
二
 
 

二
七
回
）
 
に
お
い
て
、
「
兼
好
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
 
の
詩
句
に
拠
り
つ
つ
、
そ
れ
 
 

が
同
時
に
和
歌
的
表
現
と
し
て
も
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
た
上
で
用
い
て
い
 
 

る
の
で
あ
ろ
う
」
と
解
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
百
三
十
七
段
の
「
千
里
の
外
」
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
第
一
に
は
、
 
 

先
行
す
る
和
歌
に
お
け
る
同
一
表
現
の
事
例
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
 
 

が
、
こ
れ
ら
の
和
歌
に
お
け
る
修
辞
が
白
詩
を
典
拠
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
 
 

る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
併
せ
て
満
月
の
光
を
見
て
遠
く
に
思
い
を
馳
せ
る
と
 
 

い
う
発
想
の
共
通
性
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
「
望
月
の
く
ま
な
き
を
千
里
の
ほ
か
 
 

ま
で
眺
め
た
る
」
の
叙
述
の
根
底
に
『
文
集
』
の
「
三
五
夜
中
新
月
色
、
二
千
里
 
 

外
政
人
心
」
の
詩
句
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
「
埋
も
れ
ぬ
名
」
、
「
苔
延
」
、
「
千
里
の
外
」
な
ど
 
 

は
、
一
種
の
歌
語
、
歌
こ
と
ば
と
し
て
歌
人
た
ち
の
間
で
は
す
で
に
定
着
し
て
い
 
 

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
「
埋
も
れ
ぬ
名
」
「
千
里
の
外
」
に
つ
い
て
は
、
 
 

和
歌
に
そ
れ
ら
が
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
自
詩
の
著
名
句
 
 

の
存
在
が
窒
息
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
事
情
を
十
分
に
承
知
し
た
上
で
、
 
 

兼
好
は
『
徒
然
草
』
の
中
に
こ
れ
ら
の
言
い
回
し
を
取
り
入
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
 
 

る
の
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
、
『
徒
然
草
』
に
引
用
さ
れ
た
『
文
集
』
の
詩
句
が
先
行
す
る
和
歌
の
中
 
 

で
句
題
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
 
 
 

自
詩
の
詩
句
を
句
題
と
し
て
詠
ず
る
こ
と
は
、
平
安
時
代
か
ら
中
世
の
歌
壇
に
 
 

お
い
て
広
く
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
代
表
は
言
う
ま
で
も
な
く
『
句
題
和
 
 

歌
』
『
文
集
百
首
』
で
あ
る
。
『
句
題
和
歌
』
は
、
古
今
集
時
代
の
儒
者
で
あ
り
、
 
 

歌
人
で
も
あ
っ
た
大
江
千
里
の
家
集
で
あ
る
。
寛
平
六
年
（
八
九
里
芋
多
天
皇
 
 

に
奉
呈
し
た
も
の
で
、
白
楽
天
の
詩
句
を
題
に
し
て
詠
ん
だ
歌
は
総
歌
数
三
五
 
 

首
の
七
四
首
を
占
娠
㌍
一
方
、
『
文
集
百
首
』
は
建
保
六
（
三
一
人
）
年
、
 
 

慈
円
、
定
家
、
寂
身
が
『
自
民
文
集
』
の
詩
句
を
歌
題
に
し
て
詠
ん
だ
百
首
で
あ
 
 

る
。
慈
円
の
勧
め
に
応
じ
て
定
家
が
唱
和
し
た
も
の
で
、
寂
身
の
作
品
は
四
十
首
 
 

ニ
h
封
 
の
み
現
存
し
て
い
る
。
以
下
、
『
句
題
和
歌
』
及
び
『
文
集
百
首
』
の
句
題
と
 
 

な
っ
て
い
る
詩
句
が
『
徒
然
草
』
に
受
容
さ
れ
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
検
討
し
て
 
 

み
た
い
。
 
 
 

第
十
九
段
は
四
季
の
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
の
随
想
を
述
べ
た
段
で
あ
る
。
 
 

ひ
と
き
は
心
も
浮
き
た
つ
物
は
、
春
の
け
し
き
に
こ
そ
あ
め
れ
。
 
 

傍
線
を
付
し
た
「
物
の
あ
は
れ
は
秋
こ
そ
ま
さ
れ
」
の
部
分
の
出
典
と
し
て
、
 
 

『
野
槌
』
と
『
慰
草
』
『
徒
然
草
評
釈
』
（
『
国
文
学
』
一
九
八
三
年
六
月
号
、
四
 
 

三
回
）
で
は
、
『
自
民
文
集
』
巻
十
四
「
暮
立
」
の
「
大
抵
四
時
心
捻
苦
、
就
中
 
 

腸
断
是
秋
天
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
詩
句
は
『
千
載
佳
句
』
『
和
漢
朗
詠
 
 

集
』
に
も
採
ら
れ
て
い
る
著
名
な
詩
句
で
あ
る
が
、
『
文
集
百
首
』
の
句
題
と
も
 
 

な
っ
て
い
る
。
 
 

大
抵
四
時
心
扱
苦
、
就
中
腸
断
是
秋
天
 
 

あ
だ
に
思
ふ
憂
へ
は
秋
の
空
な
が
ら
雲
に
心
や
な
び
き
行
く
ら
む
 
 

（
拾
玉
集
∴
詠
百
首
和
歌
二
九
三
四
）
 
 

大
抵
四
時
心
捻
苦
、
就
中
腸
断
是
秋
天
 
 

さ
く
ら
花
山
郭
公
雪
は
あ
れ
ど
思
ひ
を
か
ぎ
る
秋
は
き
に
け
り
 
 

（
拾
遺
愚
草
員
外
・
三
二
二
五
）
 
 
 

第
三
十
段
は
「
人
の
な
き
跡
ば
か
り
悲
し
き
は
な
し
」
を
書
き
出
し
に
し
て
、
 
 
 

秋
こ
そ
ま
さ
れ
」
 
 

お
り
ふ
し
の
移
り
変
る
こ
そ
、
物
ご
と
に
あ
は
れ
な
れ
。
「
物
の
あ
は
れ
は
 
 
 

と
、
人
ご
と
に
言
ふ
め
れ
ど
、
そ
れ
も
さ
る
物
に
て
、
今
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人
の
死
後
、
年
月
を
経
て
段
々
と
消
え
て
ゆ
く
悲
し
さ
や
寂
し
さ
を
記
し
て
い
る
 
 

段
で
あ
る
。
こ
の
段
の
 
「
い
づ
れ
の
世
の
人
と
、
名
を
だ
に
知
ら
ず
、
年
′
ハ
＼
の
 
 

春
の
草
の
み
ぞ
」
 
の
部
分
の
典
拠
と
し
て
『
寿
命
院
抄
』
以
来
の
諸
注
は
「
続
古
 
 

詩
十
首
」
 
の
「
古
墓
何
代
人
、
不
知
姓
輿
名
。
化
作
路
傍
土
、
年
年
春
草
生
」
を
 
 

指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
詩
句
も
『
文
集
百
首
』
 
の
句
題
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
 
 

古
墓
何
代
人
、
不
知
姓
輿
名
。
化
為
路
傍
土
、
年
年
春
草
生
 
 

埋
も
れ
ぬ
名
を
だ
に
聞
か
ぬ
苔
の
上
に
い
く
た
び
草
の
お
ひ
か
は
る
ら
む
 
 

（
拾
玉
集
・
詠
百
首
和
歌
二
一
〇
〇
こ
 
 

古
墓
何
代
人
 
 

塚
ふ
り
て
そ
の
世
も
知
ら
ぬ
春
の
草
さ
ら
ぬ
別
と
誰
し
た
ひ
け
ん
 
 

（
拾
遺
愚
草
員
外
・
三
二
九
二
）
 
 
 

ま
た
、
春
の
暮
、
風
雅
な
家
で
一
人
読
書
す
る
若
い
男
を
垣
間
見
た
話
を
記
す
 
 

第
四
十
三
段
の
 
「
庭
に
散
し
ほ
れ
た
る
花
、
見
過
ぐ
し
が
た
き
を
入
て
見
れ
ば
」
 
 

の
部
分
に
つ
い
て
は
『
文
集
』
「
尋
春
題
諸
家
園
林
・
又
選
一
絶
」
 
の
 
「
遥
見
人
 
 

家
花
便
入
、
不
論
貴
賎
輿
親
疎
」
を
典
拠
と
す
る
と
い
う
指
摘
が
『
野
槌
』
 
『
慰
 
 

草
』
 
『
文
段
抄
』
な
ど
の
近
世
の
注
釈
書
で
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
新
日
 
 

本
古
典
文
学
大
系
『
方
丈
記
・
徒
然
草
』
 
で
も
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
白
詩
 
 

の
詩
句
も
『
句
題
和
歌
』
 
『
文
集
百
首
』
 
の
句
題
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

遥
見
人
家
花
便
入
 
 

よ
そ
に
て
も
花
を
哀
と
見
る
か
ら
に
し
ら
ぬ
宿
に
ぞ
ま
づ
入
り
に
け
る
 
 

は
茄
一
 
 

（
句
題
和
歌
・
八
四
）
 
 

遥
見
人
家
花
便
入
 
不
論
貴
賎
与
親
疎
 
 

『
徒
然
草
』
 
の
研
究
 
－
 
『
自
民
文
集
』
受
容
考
（
一
）
 
－
 
 
金
 
 
文
峰
 
 

3
 
『
徒
然
草
』
に
受
容
さ
れ
て
い
る
『
文
集
』
 
の
詩
句
が
先
行
す
る
佳
句
選
に
 
 
 

採
ら
れ
て
い
る
場
合
 
 
 

『
徒
然
草
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
文
集
』
の
詩
句
の
中
に
は
、
『
千
載
佳
 
 

句
』
や
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
採
ら
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
『
千
載
佳
 
 

句
』
は
大
江
維
時
の
漢
詩
佳
句
選
で
、
唐
代
の
詩
人
一
五
三
人
の
佳
句
一
〇
八
三
 
 

首
を
抜
き
出
し
配
列
し
た
も
の
で
、
白
楽
天
の
詩
句
は
五
〇
七
首
、
全
体
の
半
分
 
 

（
迂
嘉
ノ
 
 

を
占
め
て
い
る
。
一
方
、
藤
原
公
任
撰
の
 
『
和
漢
朗
詠
集
』
 
に
収
め
ら
れ
て
い
る
 
 

漢
詩
句
の
う
ち
中
国
の
詩
人
の
作
は
計
二
三
四
首
あ
る
が
、
そ
の
中
の
一
三
九
首
 
 

花
を
や
ど
の
あ
る
じ
と
た
の
む
春
な
れ
ば
見
に
く
る
友
を
き
ら
ふ
も
の
か
は
 
 

（
拾
玉
集
・
詠
百
首
和
歌
・
一
九
一
四
）
 
 

遥
見
人
家
花
便
人
 
不
論
貴
賎
与
親
疎
 
 

は
る
か
な
る
花
の
あ
る
じ
の
宿
と
へ
ば
ゆ
か
り
も
し
ら
ぬ
の
べ
の
わ
か
草
 
 

（
拾
遺
愚
草
員
外
二
二
二
〇
五
）
 
 
 

二
条
派
の
歌
人
で
あ
る
兼
好
に
と
っ
て
『
句
題
和
歌
』
『
文
集
百
首
』
は
と
も
 
 

に
そ
の
知
識
の
範
囲
内
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
 
 

そ
こ
で
句
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
『
文
集
』
 
の
詩
句
が
『
徒
然
草
』
に
受
容
さ
 
 

れ
て
い
る
事
例
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
兼
好
が
『
文
集
』
そ
の
も
の
を
愛
読
 
 

し
て
い
た
こ
と
は
疑
え
な
い
が
、
和
歌
の
中
に
受
容
さ
れ
た
『
文
集
』
 
の
詩
句
は
 
 

歌
人
兼
好
に
と
っ
て
や
は
り
一
段
と
馴
染
み
深
い
存
在
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
実
際
 
 

に
文
章
の
中
に
用
い
る
べ
き
言
葉
を
選
択
す
る
際
に
は
、
歌
人
と
し
て
の
言
語
感
 
 

覚
を
働
か
せ
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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は
㌘
）
 
 

が
白
楽
天
の
詩
句
で
、
全
体
の
六
割
近
い
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
。
当
時
 
 

『
文
集
』
が
い
か
に
流
行
し
て
い
た
か
が
窺
わ
れ
る
。
 
 
 

表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
徒
然
草
』
に
お
け
る
『
文
集
』
 
の
引
用
が
二
十
例
 
 

あ
る
中
で
『
千
載
佳
句
』
と
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
採
ら
れ
て
い
る
も
の
が
そ
れ
ぞ
 
 

れ
九
例
も
あ
り
、
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
第
十
九
段
の
「
大
抵
 
 

四
時
心
抱
苦
」
、
四
十
三
段
の
「
遥
見
人
家
花
便
入
」
、
五
十
四
段
の
「
不
堪
紅
葉
 
 

青
苔
地
」
と
「
林
間
媛
酒
続
紅
葉
」
、
百
三
十
七
段
の
「
三
五
夜
中
新
月
色
、
二
 
 

千
里
外
政
人
心
」
、
百
七
十
四
段
の
「
人
間
栄
耀
因
縁
浅
、
林
下
幽
閉
気
味
深
」
、
 
 

百
八
十
八
段
の
「
事
事
無
成
身
老
也
」
な
ど
は
『
千
載
佳
句
』
と
『
和
漢
朗
詠
 
 

集
』
両
方
に
採
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

『
徒
然
草
』
の
『
文
集
』
受
容
に
は
『
千
載
佳
句
』
『
和
漢
朗
詠
集
』
等
を
介
 
 

し
て
白
詩
の
中
で
も
特
に
人
口
に
檜
灸
し
て
い
た
詩
句
が
自
ず
か
ら
に
取
り
込
ま
 
 

れ
て
き
た
と
い
う
側
面
が
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
 

三
 
 

こ
こ
ま
で
概
観
し
て
き
た
よ
う
に
、
『
徒
然
草
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
白
楽
天
 
 

の
詩
句
の
ほ
と
ん
ど
は
、
和
歌
や
物
語
、
或
い
は
『
千
載
佳
句
』
『
和
漢
朗
詠
 
 

集
』
に
代
表
さ
れ
る
佳
句
選
等
の
先
行
す
る
日
本
の
古
典
文
学
作
品
の
中
に
そ
の
 
 

受
容
例
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
一
瞥
し
た
と
こ
ろ
、
川
口
久
雄
 
 

氏
が
説
か
れ
る
ご
と
く
、
『
文
集
』
の
詩
句
を
直
接
受
容
し
た
か
否
か
疑
問
視
さ
 
 

れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
か
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
徒
然
草
』
 
 

に
お
け
る
『
文
集
』
の
受
容
の
様
相
を
個
別
に
検
討
し
て
行
く
と
、
単
に
修
辞
の
 
 

レ
ベ
ル
に
留
ま
ら
ず
、
詩
の
主
題
そ
の
も
の
を
発
想
の
源
泉
と
し
た
り
、
内
容
や
 
 

構
想
の
面
で
ご
く
近
似
し
て
い
る
事
例
も
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
次
 
 

稿
に
譲
り
た
い
が
、
例
え
ば
、
第
七
段
と
「
不
致
仕
」
、
第
八
段
・
第
九
段
と
 
 

「
古
塚
狐
」
、
第
三
十
八
段
と
「
勧
酒
」
・
「
澗
底
松
」
・
「
続
古
詩
十
首
」
、
第
 
 

四
十
三
段
と
「
尋
春
題
諸
家
園
林
」
、
第
百
七
十
四
段
・
第
七
十
五
段
と
「
老
来
 
 

生
計
」
、
第
二
百
三
十
五
段
と
「
凶
宅
」
な
ど
が
そ
う
で
あ
っ
て
、
『
文
集
』
そ
の
 
 

も
の
に
対
す
る
知
識
無
く
し
て
は
こ
の
よ
う
な
事
例
は
生
じ
て
来
な
い
の
で
は
な
 
 

い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
文
集
』
は
三
代
集
や
『
伊
勢
物
語
』
『
源
氏
物
語
』
と
並
ぶ
歌
人
に
と
っ
て
 
 

の
必
読
書
で
あ
り
、
『
枕
草
子
』
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
王
朝
人
の
文
学
 
 

や
美
意
識
の
規
範
で
も
あ
っ
た
。
『
徒
然
草
』
に
お
け
る
白
詩
の
受
容
は
、
先
行
 
 

の
日
本
古
典
文
学
に
お
け
る
受
容
例
も
視
野
に
入
れ
た
上
で
、
や
は
り
『
文
集
』
 
 

そ
の
も
の
を
熟
読
す
る
過
程
か
ら
生
じ
て
来
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
の
 
 

で
あ
る
。
 
 ぁ

わ
り
に
 
 

『
自
民
文
集
』
は
、
平
安
時
代
以
来
、
日
本
の
古
典
文
学
に
広
く
受
容
さ
れ
、
 
 

圧
倒
的
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
。
和
歌
に
も
、
白
詩
を
踏
ま
え
て
詠
ん
だ
歌
が
数
 
 

多
く
あ
り
、
『
文
集
』
中
の
詩
句
を
題
に
し
て
歌
を
詠
ず
る
方
法
も
試
み
ら
れ
て
 
 

き
た
。
ま
た
『
源
氏
物
語
』
に
は
新
楽
府
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
白
詩
が
多
く
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の
巻
に
わ
た
っ
て
受
容
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
『
源
氏
物
語
』
が
中
世
に
 
 

お
い
て
は
歌
人
に
と
っ
て
必
読
書
で
あ
り
、
一
種
の
歌
書
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
 
 

と
い
う
事
実
が
あ
る
。
ま
た
藤
原
定
家
の
歌
論
書
で
あ
る
『
詠
歌
大
概
』
『
毎
月
 
 

抄
』
『
京
極
中
納
言
相
語
』
等
に
も
歌
人
に
と
っ
て
の
『
自
民
文
集
』
の
意
義
の
 
 

大
き
さ
が
説
か
れ
て
い
る
。
二
条
派
の
歌
人
で
あ
る
兼
好
は
、
こ
れ
ら
の
定
家
の
 
 

言
説
に
も
十
分
に
通
じ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
兼
好
は
先
行
す
る
日
本
の
古
 
 

典
文
学
に
及
ぼ
し
た
『
文
集
』
の
影
響
力
、
規
制
力
の
大
き
さ
と
そ
の
受
容
の
様
 
 

相
を
よ
く
承
知
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
定
家
の
教
え
に
沿
 
 

う
よ
う
な
形
で
『
文
集
』
そ
の
も
の
を
も
熟
読
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
し
 
 

て
、
そ
の
両
面
か
ら
の
『
文
集
』
体
験
に
促
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
、
『
徒
然
草
』
 
 

の
中
に
『
文
集
』
の
詩
句
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
 
 

あ
る
。
 
 

主
 
ヽ
ヽ
／
 
 
 

（
1
）
 
『
徒
然
草
』
の
本
文
は
、
正
徹
本
を
底
本
と
す
る
久
保
田
淳
校
注
の
『
方
丈
記
・
 
 
 

徒
然
草
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
 
岩
波
書
店
一
九
八
九
年
一
月
）
に
拠
っ
た
。
 
 
 

同
書
で
は
正
徹
本
の
欠
字
、
欠
文
を
他
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
箇
所
に
は
［
 
］
が
付
 
 
 

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
［
 
］
は
そ
の
ま
ま
付
し
た
。
た
だ
し
、
漢
字
・
送
り
仮
名
 
 
 

の
当
て
方
な
ど
に
つ
い
て
は
適
宜
表
記
を
改
め
た
場
合
が
あ
る
。
ま
た
桑
原
博
史
 
 
 

『
徒
然
草
研
究
序
説
』
（
明
治
書
院
一
九
七
六
年
二
月
）
に
拠
っ
て
烏
丸
本
、
常
緑
 
 
 

本
の
本
文
を
参
照
し
、
必
要
に
応
じ
て
言
及
し
た
。
 
 

『
徒
然
草
』
の
研
究
1
－
『
自
民
文
集
』
受
容
考
（
一
）
1
1
 
全
 
文
峰
 
 

（
2
）
山
岸
徳
平
編
『
日
本
漢
文
学
史
論
考
』
（
岩
波
書
店
一
九
七
四
年
十
．
月
）
。
 
 

（
3
）
 
『
学
苑
』
一
九
七
四
年
一
月
号
。
 
 

（
4
）
市
古
貞
次
編
『
諸
説
一
覧
徒
然
草
』
（
明
治
書
院
一
九
七
〇
年
二
月
）
。
 
 

（
5
）
 
『
徒
然
草
講
座
』
第
四
巻
（
有
精
堂
一
九
七
四
年
十
月
）
。
 
 

（
6
）
 
『
自
民
文
集
』
の
本
文
、
詩
番
号
は
那
波
本
を
底
本
と
す
る
平
岡
武
夫
・
今
井
清
 
 
 

編
『
自
民
文
集
歌
詩
索
引
』
（
同
朋
舎
一
九
八
九
年
十
月
）
に
拠
っ
た
。
白
話
の
訓
 
 
 

読
文
に
つ
い
て
は
、
佐
久
節
『
白
楽
天
仝
詩
集
』
仝
四
巻
（
一
九
二
八
年
八
月
～
一
 
 
 

九
三
〇
年
八
月
、
本
稿
で
は
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
の
復
刻
本
を
利
用
し
た
）
と
、
新
 
 
 

釈
漢
文
大
系
『
自
民
文
集
』
三
、
四
（
明
治
書
院
、
一
九
八
八
年
七
月
、
一
九
九
〇
 
 
 

年
十
一
月
）
を
参
照
し
て
付
し
た
。
 
 

（
7
）
秦
宗
巴
『
つ
れ
〈
草
寿
命
院
抄
』
、
林
道
春
『
野
槌
』
、
松
永
貞
徳
『
慰
草
』
の
 
 
 

本
論
文
に
お
け
る
引
用
は
、
初
刻
本
を
底
本
と
す
る
吉
沢
貞
人
『
徒
然
草
古
注
釈
集
 
 
 

成
』
（
勉
誠
社
一
九
九
六
年
二
月
）
に
拠
っ
た
。
 
 

（
8
）
安
良
岡
康
作
『
徒
然
草
仝
注
釈
』
上
下
（
角
…
書
店
一
九
六
七
年
十
一
片
一
 
 
 

九
六
八
年
五
月
）
。
 
 

（
9
）
北
村
季
吟
『
徒
然
草
文
段
抄
』
。
本
論
文
に
お
け
る
引
用
は
『
徒
然
草
占
注
釈
集
 
 
 

成
』
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
一
九
七
八
年
十
盲
）
所
収
の
『
樅
督
然
草
文
段
 
 
 

抄
』
 
に
拠
っ
た
。
 
 

（
1
0
）
三
谷
栄
一
・
峯
村
文
人
編
『
徒
然
草
解
釈
大
成
』
（
岩
崎
書
店
 
 

月
）
。
 
 

（
1
1
）
 
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
の
引
用
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
（
小
学
館
）
に
 
 
 

拠
っ
た
。
源
氏
物
語
の
古
注
釈
書
は
、
『
紫
明
抄
』
『
河
海
抄
』
『
花
鳥
余
情
』
『
細
流
 
 

一
九
六
大
年
六
 
 

57   



岡
山
大
学
大
学
院
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
十
二
号
 
 

抄
』
『
眠
江
入
楚
』
『
湖
月
抄
』
等
を
参
照
し
た
。
 
 

（
ほ
）
 
房
勢
物
語
』
の
本
文
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
（
小
学
館
）
に
拠
っ
 
 

た
。
 
 

（
ほ
）
近
藤
春
雄
冒
氏
文
集
と
国
文
学
 
新
楽
府
・
秦
中
吟
の
研
究
』
（
明
治
書
院
一
 
 
 

九
九
〇
年
十
一
月
）
。
 
 

（
1
4
）
 
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
本
文
と
詩
歌
番
号
は
、
大
曽
根
章
介
・
堀
内
秀
晃
校
注
『
和
 
 
 

漢
朗
詠
集
』
（
新
潮
社
一
九
八
三
年
九
月
）
に
拠
っ
た
。
 
 

（
ほ
）
 
『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
七
六
年
六
月
号
。
 
 

（
空
三
木
紀
人
『
徒
然
草
全
訳
注
』
（
一
～
四
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
七
九
年
九
月
 
 
 

～
一
九
八
二
年
六
月
）
。
 
 

（
1
7
）
田
辺
爵
『
徒
然
草
諸
注
集
成
』
（
右
文
書
店
一
九
六
二
年
五
月
）
。
 
 

（
1
8
）
本
論
文
に
お
け
る
和
歌
の
本
文
の
引
用
と
歌
番
号
は
特
に
断
わ
ら
な
い
限
り
『
新
 
 
 

編
国
歌
大
観
』
 
に
拠
っ
た
。
 
 

（
1
9
）
藤
原
定
家
の
和
歌
の
本
文
と
歌
番
号
は
、
久
保
田
淳
『
訳
注
藤
原
定
家
全
歌
集
』
 
 
 

上
下
（
河
出
書
房
新
社
一
九
八
五
年
三
月
、
一
九
八
六
年
六
月
）
に
拠
っ
た
。
 
 

（
2
0
）
久
保
田
淳
『
徒
然
草
評
釈
』
（
冒
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
学
燈
社
一
九
七
 
 
 

人
年
五
月
号
よ
り
連
載
中
）
。
 
 

（
2
1
）
 
『
万
葉
集
』
の
本
文
の
引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
り
、
同
書
に
付
す
西
本
 
 
 

願
寺
本
の
訓
を
付
し
た
。
歌
番
号
は
旧
国
歌
大
観
番
号
を
用
い
た
。
 
 

（
2
2
）
 
「
不
堪
紅
葉
…
」
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
「
紅
葉
」
（
三
〇
一
）
に
、
「
林
間
緩
 
 
 

酒
…
」
は
巻
上
「
秋
輿
」
 
（
二
二
一
）
 
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 

（
詔
）
 
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
十
月
～
一
九
八
五
年
二
 
 
 

月
）
。
 
 

（
墾
石
川
一
「
慈
円
と
白
居
易
」
（
冒
居
易
研
究
講
座
』
第
三
巻
、
勉
誠
社
、
一
九
九
 
 
 

三
年
十
月
）
。
 
 

（
お
）
 
『
千
載
佳
句
』
の
本
文
と
歌
番
号
は
、
金
子
彦
二
郎
『
平
安
時
代
文
学
と
自
民
文
 
 
 

集
句
題
和
歌
・
千
載
佳
句
研
究
篇
』
（
培
風
館
一
九
四
三
年
十
二
月
）
に
拠
っ
た
。
 
 
 

『
句
題
和
歌
』
の
本
文
は
、
同
書
所
収
の
宮
内
省
図
書
寮
御
本
を
用
い
、
歌
番
号
に
 
 
 

っ
い
て
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
っ
た
。
 
 

（
2
6
）
注
（
2
3
）
 
に
同
じ
。
 
 
 

（
2
7
）
注
（
2
3
）
 
に
同
じ
。
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